
 

つくば市令和４年（2022年）５月定例記者会見 資料一覧 

令和４年（2022年）５月13日（金） 

つくば市 市長公室 広報戦略課 

 

１ （仮称）つくば市陸上競技場整備事業における大規模事業評価対応方針の決定に

ついて 

 

２ 令和３年度における男性職員の育児休業取得率について 

 

３ つくば市業務継続計画（ＢＣＰ）の策定について 

 

４ 押印等の見直しの結果について 

 

５ 新型コロナウイルスワクチン接種の最新状況について 

 

６ つくば市イベント情報（2022年５月、６月）等 
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                   市民部 スポーツ施設整備室 

事 案 名 
（仮称）つくば市陸上競技場整備事業における大規模事業評価対

応方針の決定について 

１ 概要 

 

 

 

 

 

２ 答申内容 

 

 

 

 

３ 市の対応方針 

 

 

 

 

 

４ スケジュール 

 の見直し 

 

 

 

（仮称）つくば市陸上競技場整備事業について、令和３年９月８

日付けで「つくば市大規模事業評価委員会」に諮問し、令和４年３

月 29 日付けで答申を受けました。 

この答申を受けて、令和４年４月 27 日庁議にて市の対応方針を決

定しました。 

    

当委員会が調査・審議を行った結果、事業実施とした市の評価は

「概ね妥当」であると考える。なお「概ね妥当」とする理由は、各視

点の所見に示すとおり。 

（「大規模事業評価について（答申）」から抜粋） 

 

つくば市大規模事業評価委員会からの答申を受け、「（仮称）つく

ば市陸上競技場整備基本構想」及び「大規模事業自己評価調書」に

基づき事業を進めます。 

※答申への対応内容については、「（仮称）つくば市陸上競技場にお

ける大規模事業評価対応方針」を参照。 

 

市の方針決定が当初予定していたスケジュールよりも遅れたこと

と、答申の所見に対応するに当たり、「（仮称）つくば市陸上競技場

整備基本構想」で想定していた基本計画策定に係る期間よりも時間

を要することから、スケジュールの見直しを行いました。 

・令和４～５年度 基本計画を策定 

・令和６～７年度 基本設計・実施設計 

・令和８～９年度 工事施工 

・令和９年度下旬 供用開始 

資 料 等 

・大規模事業評価について（答申） 

・（仮称）つくば市陸上競技場における大規模事業評価対応方針 

・（仮称）つくば市陸上競技場整備事業スケジュールの見直し 

・（仮称）つくば市陸上競技場整備基本構想（概要版） 

・大規模事業自己評価調書 
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                      総務部 ワークライフバランス推進課 

事 案 名 令和３年度における男性職員の育児休業取得率について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 内 容 

 

 

 

３ 対象者 

 

 

 

市では、男女が共に家事や育児等の家庭生活における責任を果

たしながら仕事でも活躍できる職場の実現に向けて、男性職員の

２週間以上の育児休業取得を推進しています。 

平成30年度の育児休業取得率は28.9%でしたが、子どもが生ま

れる職員やその所属長に対して、育児休業を取得することの必要

性や制度についての個別説明を随時実施したことで、徐々に育児

休業取得率が上がってきています。 

 この度、令和３年度における男性職員の２週間以上の育児休業

取得率が確定しましたので、報告します。 

 

男性職員の２週間以上の育児休業取得率 

・令和３年度 89.6％（令和２年度 74.5％） 

※その他の年度の数値は、別添資料を参照。 

 

子どもが生まれた男性職員 

 

 

 

資 料 等 男性職員の２週間以上の育児休業取得率 

 



 

令和４年（2022年）５月定例記者会見 資料No.３ 
 

                      総務部 総務課 

事 案 名 つくば市業務継続計画（ＢＣＰ）の策定について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 概要 

 

 

 

 

 

 

 

３ 効果 

 

 

 

 

 

 

 

自然災害や新型インフルエンザ等の全国的かつ急速なまん延のお

それのある感染症（以下「新型インフルエンザ等感染症」という。 

）が発生した際には、活用できる資源（人、物、情報等）に制約が

生じます。 

一方で、つくば市の通常行う業務（以下「通常業務」という。）

に加え、非常事態に対応するために行う業務（以下「非常時業務」

という。）の遂行も必要となるため、業務の量的な負荷は増大しま

す。 

そのような状況下において、優先的に実施すべき業務を特定する

とともに、業務の執行体制や対応手順、継続に必要な資源の確保等

をあらかじめ定めることにより、様々な状況への円滑な対応及び適

切な行動の選択を可能にし、非常時における市民生活を守ることを

目的として、本計画を策定します。 

 

本計画では、第１章を総則、第２章を共通編とし、通常業務につ

いて市民の社会生活の維持に必要不可欠な業務を特定するととも

に、その他の業務についても優先順位の目安を定めます。次に、各

編として第３章を自然災害発生時、第４章を新型インフルエンザ等

感染症発生時の業務継続計画として、各々個別具体的に定めます。

最後に第５章で、本計画の継続的改善について定めることにより、

計画の継続的な実効性を確保します。 

 

自然災害や新型インフルエンザ等感染症発生時には、その対応業

務量が急増し通常業務を維持することが困難になることが想定され

ます。本計画を策定し、あらかじめ業務に優先順位の目安を定めて

おく等の必要な措置を講じておくことにより、非常時における様々

な状況に応じて、通常業務と非常時業務のバランスを取りながら、

円滑に業務を遂行することが可能となります。 

(※自然災害等発生時の通常業務継続判断については、Ｐ.７参

照) 

資 料 等 

つくば市業務継続計画（ＢＣＰ） 

（別添資料１～３はページ数が多いため、資料としては配布してい

ませんが、５月中にホームページ上で公表します。） 
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                      総務部 総務課 

事 案 名 押印等の見直しの結果について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

２ 件数等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 効果 

 

 

 

 

４ 今後の予定 

 行政手続や内部手続における押印等について、時代の変化に伴い

その必要性を見直し、順次廃止を進めることにより、行政手続のデ

ジタル化や業務プロセスの効率化を図り、行政サービスの効率的・

効果的な提供に資するものです。 

 

すでに押印を廃止した申請書等の件数等（令和４年４月末時点）  

対象数   1,770 件 

廃止数  1,570 件 

押印廃止率 88.7 ％ 

 

廃止予定を含めた申請書等の件数等（令和５年４月廃止予定分まで） 

対象数   1,770 件 

廃止数  1,686 件（＋116件） 

押印廃止率 95.3 ％ 

 

押印等の見直しは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のみな

らず、行政手続のオンライン化促進の端緒となる取組であり、市民

にとって利便性の高い行政サービスの実現とデジタル社会に向けた

環境整備につながると考えます。 

 

市ホームページ等で以下を公表します。 

・つくば市書面規制、押印及び対面規制の見直し基準 

・押印を廃止した申請書等の一覧表 

・押印を廃止できなかった申請書等とその理由の一覧表 

 

 

 

 

資 料 等  
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保健部 新型コロナウイルスワクチン接種対策室 

          感染症対策室 

事 案 名  新型コロナウイルスワクチン接種の最新状況について 

１ 趣旨 

 

 

２ つくば市全体

12歳以上の方の

接種状況 

 

 

３ 高齢者の接種

状況 

 

 

 

４ 12～64歳の方

の接種状況 

 

 

 

５ ５～11歳（小

児接種）の方の

接種状況 

 

６ ４回目接種に

ついて 

 

 

 

 

【市独自PCR検査】 

 

 

つくば市の新型コロナウイルスワクチン接種について、現状 

（R４.５.６現在）を報告します。（※VRS上のデータ） 

 

つくば市民全体 12 歳以上：R3.7.1 常住人口 204,949 人 

〇１回目接種者数 195,343 人（95.31％） 

〇２回目接種者数 194,213 人（94.76％） 

〇３回目接種者数 116,870 人（57.02％） 

 

高齢者 65 歳～：R3.7.1 常住人口 47,261 人 

〇１回目接種者数 44,882 人（94.97％） 

〇２回目接種者数 44,776 人（94.74％）  

〇３回目接種者数 40,860 人（86.46％） 

 

12 歳～64 歳：R3.7.1 常住人口 157,688 人 

〇１回目接種者数 150,461 人（95.42％） 

〇２回目接種者数 149,437 人（94.77％） 

〇３回目接種者数  76,010 人（48.20％） 

 

５歳～11 歳：R4.1.1 住基人口 17,967 人 

〇１回目接種者数 3,413 人（19.00％） 

〇２回目接種者数 1,987 人（11.06％） 

 

新型コロナウイルス感染症にかかった場合の重症化予防を目的と

して、３回目接種完了後５か月を経過した 60 歳以上の方、18 歳以

上 60 歳未満で基礎疾患を有する方その他重症化リスクが高いと医

師が認める方が対象となりますので、現在、接種券の発送に向け準

備を進めています。 

 

申込延件数 7,564 件（R4 年 4 月末現在） 

検査実績数 令和 3 年度（10 月～3 月） 5,595 件 

     令和 4 年 4 月        929 件 

資 料 等 
 

 

 


